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40
周
年
交
流
懇
親
会

は
、
地
公
三
単
産
・
地
公

退
高
齢
者
集
会
の
終
了

後
、
日
本
教
育
会
館
9
F

で
開
催
し
ま
し
た
。
西
澤

会
長
は
、
こ
の
10
年
を
振

り
返
り
「
2
0
0
4
年
に

年
金
課
税
が
実
施
さ
れ
、

退
職
者
組
織
が
自
力
で
立

ち
上
が
り
発
言
で
き
る
組
織
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
こ

と
」
そ
し
て
、「
教
育
基
本
法
改

悪
反
対
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

反
対
、
沖
縄
普
天
間
基
地
撤
去
、

沖
縄
交
流
団
、
脱
原
発
運
動
、
選

挙
闘
争
な
ど
平
和
・
人
権
・
環
境

そ
し
て
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た

め
文
化
活
動
に
も
力
を
入
れ
交
流

や
親
睦
を
は
か
っ
て
き
た
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
更
に
、
高
齢
者
が

3
0
0
0
万
人
を
超
え
た
現
在
、

新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
、「
運

動
体
へ
の
脱
皮
」
を
重
ね
、
前
進

し
て
い
こ
う
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。来

賓
は
、
退
職
者
連
合
の
阿
部

保
吉
会
長
、
日
教
組
の
加
藤
良
輔

委
員
長
、
日
政
連
の
神
本
み
え
子

参
議
院
議
員
、
地
公
退
の
福
田
利

久
副
会
長
そ
し
て
日
退
教
の
和
田

昌
一
顧
問
で
、
祝
辞
を
受
け
ま
し

た
。兼
古
哲
郎
顧
問
の
乾
杯
の
後
、

40
周
年
記
念
寄
席
を
聞
き
ま
し
た

が
、
本
当
に
腹
を
か
か
え
て
笑
う

ぐ
ら
い
面
白
い
も
の
で
し
た
。
参

加
者
に
は
40
周
年
記
念
誌
（
各
単

会
に
も
送
付
済
み
）
と
C
D
（
緑

の
山
河
・
日
教
組
組
合
歌
の
歌
詞

入
り
と
メ
ロ
デ
ィ
の
4
曲
）
を
配

り
ま
し
た
の
で
、
集
会
な
ど
で
活

用
し
て
下
さ
い
。
最
後
に
、
北
原

前
会
長
の
50
周
年
に
向
け
た
挨
拶

で
終
了
し
ま
し
た
。
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乾杯　兼古元会長 50周年に向けて　北原前会長

―日退教、40周年を祝う―
9月14日

運動体への脱皮と前進を！

大林浅吉香川退教
会長の尺八

切り絵のモデルになった
山中千枝子さん（高知退）

11月24日（日）～ 25日（月）2泊2日
沖縄の実態を自分の目で確かめ、沖縄の
日退教会員と交流し、基地撤去の運動を
強化するため、多くの参加を！
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（10月31日までに）
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全
世
代
負
担
へ

（
高
齢
者
も
負
担
を
）

会
議
の
任
務
は
、
消
費
増
税

に
伴
う
社
会
保
障
の
改
革
案
を
練

る
こ
と
で
、
民
主
党
政
権
が
始
め

た
一
体
改
革
で
積
み
残
さ
れ
た
重

い
宿
題
と
も
い
え
る
も
の
で
し

た
。 日

本
が
「
超
高
齢
社
会
」
に

な
っ
て
い
く
中
、
社
会
保
障
に
か

か
る
費
用
は
毎
年
3
兆
円
ほ
ど
膨

ら
み
続
け
る
見
通
し
で
す
。
一
方

で
、「
支
え
手
」
の
現
役
世
代
は

少
子
化
で
減
っ
て
い
き
ま
す
。
財

源
不
足
を
穴
埋
め
す
る
た
め
国
が

借
金
を
重
ね
、
そ
の
ツ
ケ
は
将
来

に
回
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

報
告
書
は
「
給
付
・
負
担
の
両
面

で
、
世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
が

確
保
さ
れ
た
制
度
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

提
案
さ
れ
た
具
体
策
の
概
要

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

個
別
の
改
革
案
で
は
、

実
現
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る 

介
護
保
険
制
度
の
大
き
な
見

直
し
と
な
る「
要
支
援
」向
け
サ
ー

ビ
ス
の
切
り
離
し
。
2
0
1
5
年

度
以
降
に
段
階
的
に
市
町
村
事
業

に
移
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に
担

い
手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。
市
町
村
の
財
政
が
厳
し

く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
受
け
皿
が
地

域
に
十
分
に
な
い
場
合
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
下
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。 

医
療
改
革
の
柱
と
な
る
国
民

健
康
保
険
の
運
営
を
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
に
2
0
1
7
年
度
末
ま

で
に
移
す
案
に
つ
い
て
も
、
再
編

の
前
提
と
な
る
国
保
の
赤
字
穴
埋

め
の
財
源
は
、
中
小
企
業
の
協
会

け
ん
ぽ
に
国
が
出
す
補
助
金
を
大

企
業
の
健
保
組
合
な
ど
に
事
実
上

肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
で
捻
出
す

る
想
定
で
、
こ
れ
に
は
健
康
保
険

組
合
連
合
会
が
猛
反
発
し
て
い
ま

す
。清

家
篤
会
長
は
報
告
書
と
り

ま
と
め
後
の
記
者
会
見
で
、「
報

告
書
の
大
前
提
で
あ
る
消
費
税
の

財
源
を
確
保
し
、
改
革
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
注

文
を
つ
け
ま
し
た
。

民
主
党
は
ず
し
の
な
か
で

こ
の
報
告
書
は
確
か
に
「
社

会
保
障
の
専
門
家
」
15
人
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
利
害

関
係
者
は
構
成
員
に
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
政
治
的
に
見
る
な

ら
ば
、
政
権
交
代
後
、
与
党
自
民

党
の
意
向
が
反
映
し
、
3
党
協
議

が
行
わ
れ
な
い
中
で
ま
と
め
ら
れ

て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
最
終

段
階
の
8
月
5
日
、
民
主
党
は
、

国
民
会
議
報
告
に
責
任
が
持
て
な

い
と
し
、
社
会
保
障
改
革
に
関
す

る
自
公
民
3
党
協
議
か
ら
の
離
脱

を
宣
言
し
ま
し
た
。 

社
会
保
障
政
策
に
対
す
る
安

倍
首
相
の
基
本
理
念
は
「
自
助
自

立
を
第
一
に
、
公
助
と
共
助
を
組

み
合
わ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
、

制
度
改
革
推
進
法
（
2
0
1
2
年
成
立
）
に
基
づ
き
、
内
閣
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
が
設
置
さ
れ
、

昨
年
11
月
か
ら
今
年
8
月
ま
で
に
20
回
の
会
議
が
行
な
い
、
報
告
書
「
確
か
な
社
会
保
障
を
将
来
世
代
に
伝
え
る

た
め
の
道
筋
」
が
8
月
6
日
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
会
議
の
設
置
を
定
め
た
改
革
推
進
法
自
体
が
、
民
主
・
自
民
・
公
明
の
3
党
合
意
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
り
、
国
民
会
議
の
生
み
の
親
は
3
党
で
す
が
、
3
党
の
足
並
み
が
整
わ
ず
、
国
民
会
議
の
ス
タ
ー
ト
は
昨
年
11

月
末
に
ず
れ
込
み
、
1
年
間
と
い
う
審
議
期
間
は
さ
ら
に
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

負
担
増
が
色
濃
い
国
民
会
議
の
報
告

社会保障制度改革国民会議がまとめた改革案
負担増・給付減 充実・強化 その他

医療

○ 70 ～ 74歳の窓口負担を１割か
ら２割に引き上げ（早期に）

○
●

都道府県が中心にな
り提供体制を改革

○ 国保の運営を市町
村から都道府県に
移す（2017年度末
まで）○ 高額療養費制度で高所得者の

負担上限額引き上げ
○ 低所得者の国保軽減

の対象拡大
△ 紹介状なく大病院を受診する

患者の定額負担制度を検討
○ 高額療養費制度で低

所得者の負担上限額
引下げ

○ 被用者保険から高
齢者医療への支援
金の計算で「総報
酬割」を全面拡大

（2015年度から）○
●

難病の医療費助成対
象を拡大

△ 高所得者の保険料引き上げ △ 非正規雇用への健保
適用をさらに拡大

介護

○「要支援」向けサービスを介
護保険から市町村事業に移す

（2015年度から段階的に）

○ 低所得の高齢者の保
険料軽減を拡充

△ 40 ～ 64歳が負担
する介護納付金の
計算を「総報酬割」
に○ 所得が一定以上の利用者の自

己負担を１割から引き上げ
○ 低所得者への食費・部屋代補

助の要件を見直し、資産額も
考慮

年金

△ 受給開始年齢引き上げを検討 △ 短時間労働者への厚
生年金適用をさらに
拡大

△ 人口変動に伴う減額調整（マ
クロ経済スライド）のデフレ
下での実施検討

△ 高所得者の給付減額、年金課
税強化を検討

少子化
対策

○
●

保育の新制度導入
（2015年度から）

○：消費増税に合わせて短期（数年以内）に実施する想定のもの	
△：中長期（2025年ごろまで）の検討課題、または時期がはっきりしないもの
●：消費税の増税分を使うもの
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連
合
・
地
公
退
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
に
つ
い
て
は
「
創
設
か
ら

す
で
に
5
年
は
経
過
し
、
現
在
で

は
十
分
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
は
現
行
制
度
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
実
施
状
況
を
踏
ま

え
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
に
対
す

る
全
面
総
報
酬
割
の
導
入
を
は
じ

め
、
必
要
な
改
善
を
行
な
っ
て
い

く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
、

廃
止
に
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
は
2
0
1
5
年
度
を
目
途
に

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
地
域
支
援
事
業
の
見

直
し
、 

②
地
域
支
援
事
業
の
見
直

し
と
併
せ
た
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
要
支
援
者
へ
の
支
援
の
見
直
し
、

③
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
者

の
利
用
者
負
担
の
見
直
し
、
④
補

足
給
付
の
支
援
の
要
件
に
資
産
を

勘
案
す
る
等
の
見
直
し
、
⑤
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
対
象
の
見

直
し
、
⑥
低
所
得
の
第
1
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

を
あ
げ
、
実
施
時
期
は
、
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
2
0
1
5

年
度
か
ら
始
ま
る
の
で
、
必
要
な

法
案
を
「
2
0
1
4
年
通
常
国
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と

し
て
い
ま
す
。（
い
ず
れ
も
法
改

正
事
項
）。

年
金
制
度
は
時
期
明
記
せ
ず

公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

会
に
法
案
を
提
出
し
、
実
施
時
期

は
2
0
1
7
年
度
が
有
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
保
の
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
の
引
上
げ
は
政
令
改
正
事
項
で
、

被
用
者
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
上

限
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
法
改
正

事
項
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保

及
び 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
を
軽
減

す
る
措
置
、
70
〜
74
歳
の
一
部
負

担
の
取
扱
い
、
高
額
療
養
費
の
見

直
し
は
、
法
改
正
を
必
要
と
せ
ず

実
施
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
の
間
、
退
職
者

会
保
障
改
革
の
全
体
像
と
進
め
方

を
明
ら
か
に
す
る
法
案
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
法
案
）
を
策
定
し
、
秋
の
臨

時
国
会
冒
頭
に
提
出
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
骨
子
は
、
少
子
化
対
策
、

医
療
制
度
、
介
護
保
険
制
度
、
公

的
年
金
制
度
の
各
分
野
に
つ
い
て
、

改
革
項
目
と
必
要
な
法
律
案
の
提

出
時
期
、
実
施
時
期
等
を
示
し
て

い
ま
す
。

 2
0
1
7
年
度
ま
で
に
順
次
実
施

医
療
保
険
制
度
の
う
ち
、
国

保
の
都
道
府
県
単
位
化
は
、
法
改

正
事
項
で
、
2
0
1
5
年
通
常
国

最
低
保
障
年
金
の
創
設
な
ど
公
助

が
手
厚
い
民
主
党
の
政
策
と
は
距

離
感
が
あ
り
、
政
権
交
代
、
参
議

院
選
挙
圧
勝
の
中
で
の
報
告
と
な

り
、
民
主
党
は
ず
し
は
明
ら
か
で

し
た
。

社
会
保
障
制
度
改
革
の
工
程

（
骨
格
）
を
閣
議
決
定

政
府
は
8
月
21
日
、
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
を
受

け
、
秋
の
臨
時
国
会
に
法
案
を
提

出
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
く
骨

子
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

同
骨
子
を
も
と
に
、
厚
労
省
で
社

① 

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
基

づ
く
年
金
給
付
の
額
の
改
定
の
在

り
方
、
② 

短
時
間
労
働
者
に
対

す
る
厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保

険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
、
③
高
齢

期
に
お
け
る
職
業
生
活
の
多
様
性

に
応
じ
、
一
人
一
人
の
状
況
を
踏

ま
え
た
年
金
受
給
の
在
り
方
、
④

高
所
得
者
の
年
金
給
付
の
在
り
方

及
び
公
的
年
金
等
控
除
を
含
め
た

年
金
課
税
の
在
り
方
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、「
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
時
期
に
つ
い
て
は
示
し
て
い

ま
せ
ん
。（
③
は
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
）

そ
の
他
、
骨
子
で
は
、
改
革

に
必
要
な
財
源
は
、「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
収
入
並
び
に
社

会
保
障
給
付
の
重
点
化
•
効
率
化

に
よ
り
必
要
な
財
源
を
確
保
」
す

る
こ
と
、
地
方
6
団
体
等
と
の
協

議
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
骨
子
に
よ

り
改
革
の
大
き
な
方
向
性
、
ス
ケ

ジ
ユ
ー
ル
は
示
さ
れ
ま
し
た
が
、 

詳
細
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
成
立
後

の
必
要
な
政
省
令
、
法
律
改
正
案

の
検
討
の
な
か
で
明
ら
か
と
さ
れ

ま
す
。
国
民
会
議
報
告
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
法
案
骨
格
で
い
う
「
所
得
の

多
い
高
齢
者
」
と
は
ど
こ
で
線
を

引
く
の
か
な
ど
不
明
な
点
も
多
々

あ
り
、
私
た
ち
は
退
職
者
連
合
・

地
公
退
と
と
も
に
引
き
続
き
主
張

す
べ
き
と
こ
ろ
は
主
張
し
運
動
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

社会保障改革をめぐる動きと今後の見通し
2012年 2月 野田政権が税・社会保障一体改革大綱を閣議決

定

6月 民自公が一体改革関連法案の修正合意

8月 消費増税・年金改革・子育て新制度関連法案が
成立

11月 社会保障制度改革国民会議が初会合

12月 衆議院選で政権交代

2013年 8月5日 国民会議が社会保障改革の報告書とりまとめ

8月21日 改革の工程の骨子を閣議決定

➡
2013年 秋 政府が改革手順を定めた「プログラム法案」を

国会に提出

秋以降 具体化に向け、厚生労働省が審議会などで検討

2014年 年明け
以降

改革の個別項目に必要な法改正案を提出

4月以降 70 ～ 74歳の医療費窓口負担引き上げ
（1割→2割）

高額療養費制度の見直し？

2015年度 介護保険の「要支援」を市町村事業に段階的に
移管

サラリーマンの健保から高齢者医療への支援金
の計算方法見直し

保育の新制度スタート

所得の多い介護保険利用者の自己負担引き上げ

2017年度
末まで

国民健康保険の運営を市町村から都道府県に移
管



（4）

者
任
せ
で
は
機
能
し

な
い
で
あ
ろ
う
。

（
後
藤
康
彦
）

●
今
回
の
「
報
告
書
」

な
ど
で
、
全
国
民
に
知

ら
せ
る
意
欲
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
特
に
こ
な

れ
て
い
な
い
横
文
字

が
散
見
で
き
る
。「
Ｑ

Ｏ
Ｌ
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
、
ア

ウ
ト
カ
ム
デ
ー
タ
ー
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
リ
ー
ト
、

ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
」。
も
う
少
し
わ
か
る
言
葉
で
の

記
載
が
求
め
ら
れ
る
。�

（
山
際
正
道
）

●
介
護
保
険
の
要
介
護
お
よ
び
要
支
援

の
認
定
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
4
0
0
万

人
、
1
5
0
万
人
で
あ
る
。
報
告
書
で

は
要
支
援
認
定
者
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
保
険
か
ら
切
り
離
し
、
市
町
村
の

独
自
事
業
（
一
般
会
計
で
賄
う
）
に
移

行
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
保

険
の
解
体
を
意
味
す
る
。
健
康
保
険
で

い
え
ば
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た
ぐ
ら
い
で
医

者
に
か
か
る
な
と
い
う
の
と
変
わ
ら
な

い
。
国
民
皆
年
金
に
並
ぶ
社
会
保
障
制

度
を
介
護
保
険
も
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。�

（
石
川　

博
）

　

◆ 

編
集
後
記 

◆

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水

問
題
で
「
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
」「
汚
染
水
の
影
響
は
0.3
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
で
完
全
に
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
」
と
安
倍
首
相
は
、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）

の
総
会
で
明
言
し
た
。

こ
れ
こ
そ
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
だ
。

ま
さ
に
嘘
と
ハ
ッ
タ
リ
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
を
勝
ち
取
っ
た
よ

う
な
も
の
だ
。

「
フ
ク
シ
マ
で
見
得
を
切
る
ほ
ど
度

胸
な
し
」（
朝
日
川
柳
）
と
も
歌
わ
れ

て
い
る
。

た
だ
、
東
京
開
催
決
定
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
福
島

原
発
の
汚
染
水
漏
れ
が
2
0
2
0
年
開

催
ま
で
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
、
か
つ
、

監
視
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と

だ
。嘘

と
ハ
ッ
タ
リ
で
も
国
際
公
約
は
国

際
公
約
だ
と
い
う
こ
と
だ
。�

（
な
）

��������������������������������������������������

●
原
則
的
に
は
正
し
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の

の
、
該
当
者
の
身
に
な
っ

て
考
え
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
難
病
対

策
の
と
こ
ろ
で
、
誰
に
対

し
て
公
平
性
な
の
か
、
給

付
に
は
限
界
が
あ
る
と
い

う
風
に
見
え
る
。
本
人
に

と
っ
て
給
付
打
ち
切
り
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も

の
、
健
常
者
が
フ
ォ
ロ
ー

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
で
は
な
い
か
。

年
金
未
納
に
つ
い
て
、
そ

れ
こ
そ
公
平
性
の
問
題
で

あ
り
、
未
納
の
増
加
は
、

社
会
の
動
向
も
あ
る
も
の

の
市
町
村
か
ら
取
り
上
げ

た
の
が
問
題
。
端
末
を
市

町
村
に
置
く
な
ど
し
て
年

金
事
務
所
の
負
担
を
軽
減

す
べ
き
だ
と
思
う
が
そ
れ

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

介
護
に
つ
い
て
一
言
。
一

律
に
自
宅
介
護
と
唱
え
る

の
で
は
な
く
。
地
域
の
特

殊
性
を
考
慮
し
た
制
度
に

し
な
け
れ
ば
国
民
は
た
ま

ら
な
い
。

（
越
川
薰
一
）

●
社
会
保
障
制

度
の
全
体
像
に

つ
い
て
の
把
握

と
認
識
に
つ
い

て
総
論
は
共
感

で
き
る
こ
と
が

多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

各
論
の
4
分
野

の
改
革
に
つ
い

て
読
ん
で
み
る
と
問
題
が
山
積
す
る
。

例
え
ば
、
医
療
・
介
護
分
野
の
改
革
を

見
る
と
、
ま
ず
消
費
税
の
増
税
を
前
提

に
各
施
策
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
存
続
も
前
提
で
あ

る
。
ま
た
都
道
府
県
ご
と
の
「
地
域
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
」
等
の
策
定
、「
か
か
り

つ
け
医
」
と
病
院
の
医
療
機
能
の
分

化
、
医
療
・
介
護
提
供
者
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
等
の
医
療
・
介
護
の
一
体
改

革
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
の
都
道

府
県
へ
の
移
行
な
ど
の
改
革
は
、
そ
れ

ら
を
支
え
る
市
町
村
ご
と
の
中
学
校
校

区
単
位
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
の
難
題

が
待
っ
て
い
る
。
安
易
な
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
依
存
や
、
お
役
所
特
有
の
担
当

社会保障制度改革国民会議
　報告を読んで　―福祉部会員の一言―

新
会
計
監
査　

北
村　

環
さ
ん
（
広

島
高
退
）
が
、
9
月
13
日
の
役
員
推

薦
委
員
会
報
告
を
受
け
、
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日退教ホームページ開設
タイトルの下段を見て、日常的
にアクセスして下さい。

日退教通信第346号の補足
1面の左下段の表は、日退教会則
第12条により、事務局に4つの部
会を置いていますが、その部会
員名簿です。

東
日
本
大
震
災
・
沖
縄
カ
ン
パ
（
10
月
31
日
ま
で
に
）

心
の
思
い
を
行
動
に　

友
の
悲
し
み
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
！


